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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 1999 年の文献 68 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 平成 11 年度学校基本調査報告書(1999)によると，30 日以上の欠席者のうち病気や経済的な
理由を除いた不登校の数は，小学校では平成 9 年度に対して平成 10 年度では 25.3%増の 26,014
人(0.26%→0.34%)，中学校では平成 9年度に対して平成 10年度では 20.0%増の 101,680人(1.89%
→2.32%)になっている。平成 10 年度まで「学校嫌い」としていたものを「不登校」という表
現に改めている。筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，
ERICおよびPSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, 






様，DIALOG データベースの ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベー
ス)を用い，文献検索を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて，キ
ーワード毎に分類した。筆者の作業(1992a)に続くこの継続研究は，今回で 9 年目に当たるが，
同一規準で 10 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 1999 年分である。 
 DIALOG データベースでの 1999 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 5 件，
school dropouts に関する文献が 6 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 49 件，school dropouts に関する文献が 36 件，school phobia に関する文献が 9 件，school 
refusal に関する文献は 13 件であった。 
 DIALOG データベース 118 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 68 件について，キ
ーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 54 件のうち，関連の考えられる 29 件について概観する
ことにする。ERIC では 5 件のうち 4 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，49 件のうち 
24 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 21 件，英国が 2 件，オーストラリア
が 1 件，日本が 1 件，メキシコが 1 件，コスタリカが 1 件である。 






















ない 31 人の対応する統制群とを比較したという。 対象者は，低血圧検査を受け，Spielberger
の State-Trait Anxiety Inventory(STAI)(C.D.Spielberger ら(1970)），児童のためのうつ病評価尺


























 Meyer,E.A.ら(1999)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げる
ことにする。 
 Marino, Maria del Carmen ら(1999)は，メキシコの青年の中で不登校と関連する社会人口統計
学的特徴とその他の要因を研究したという。登校および不登校並びにその他の変数についての







school refusal にも関連するものである。 
  Elliott, J.G.(1999)は，school attendance にも関連するが，school phobia 並びに school refusal 
にも関連する。この内容については，school refusal において取り扱うこととする。 
  Whitley(1999)は，school attendance にも関連するが，school dropouts に関連する内容を持つも






を 3 回行ったという。すなわちこのプロジェクトへの応募後 24 時間以内，応募後 1,2 週間後の











登校状況水準の可変性の 18%(13%は適合)が，これらの 11 変数の得点を知ることによって予測
されたという。 
















Woodrock 若者発達プロジェクト(YDP)に関する最終報告である。2 つの年度を表す 2 つの群か
らのデータは，6 歳～14 歳の 718 人の初等学校と中等学校の生徒の最終的な実例を提供するた
めに統合されたという。若者は，実験群と統制群に任意に配置されたという。いくつかの心理
社会的尺度を含む調査が事前と事後に実施され，共分散分析(ANCOVA)が，中間結果と最終結















  Tobias,A.K.と Myrick,R.D.(1999)は，問題行動のある生徒の仲間の介入が，自己概念，態度，
登校状況，成績を，結果として改善し問題行動のある生徒の規律訓練を結果として減少させる
かどうかを調査研究している。3 校の参加校の 50 人の問題行動のある 6 年生が，実験群と統制
群に割り当てられたという。2 人が補欠になっている 12 人の 8 年生が，仲間のファシリテイタ
ーとして訓練されたという。実験群の問題行動のある生徒は，5 人の生徒からなる 5 つのグル





  Daigneault,S.D.(1999)は，物語療法(narrative therapy)とアドラー派の遊戯療法の理論上の一致
点を比較し，子どもと活動する治療処置計画を作成するためにはどのようにそれらを統合する
ことができるのかを示したという。技術的な一致点は，平等主義の関係を確立し，ライフスタ






















  Cox,S.M.(1999)は，1 年間の追跡調査を伴う実験デザインを用いて，生徒の学校に関する態度，
成績，自己報告された非行の変化について代替教育計画の効果を評価している。平均年齢 13






























  Altman,N.(1999)は，school attendance にも関連するが，school refusal にも関連するので，school 
refusal において取り上げることにする。 









  Brown,T.L ら(1999)は，高率で精神医学的障害を併発している 12～17 歳の薬物乱用と依存的
な青少年犯罪者の登校を促進するマルチシステム療法(MST)の効果を研究している。若者は任
意に MST と通常の地域ベースのサービスに配置されたという。結果によれば，治療処置後に































  Polakow-Suransky,S.(1999)は，ミシガン州公立学校での連邦政府の Gun-Free Schools Act 








 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  1999 年の dropouts をキーワードに持つ文献 42 件のうち，関連の考えられる 20 件について概
観することにする。ERIC では 6 件のうち 5 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，36 件
のうち 15 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 17 件，カナダが 2 件，メキシ














績，学校にとどまる意志との関係を研究している。データは 6 つの東ワシントン州学区の 8 年





  Thompson,E.A.と Eggert,L.L.(1999)は，潜在的高校中途退学者で自殺の危険性のある若者を特
定できないかどうかについて Suicide Risk Screen(SRS)の妥当性を調査研究している。581 人の
14～20 歳の潜在的中途退学者が 3 段階ケース識別プロトコルに参加したという。潜在的中途退
学者群は任意に選択された生徒により 7 つの学校で作成され，SRS を含むアンケートを行い，
評価面接に参加したという。妥当性の測定には Reynolds の自殺観念化質問紙法 Suicide Ideation 
Questionnaire(SIQ-JR)，2 つの臨床医評価尺度， 直接的な自殺危険性 Direct Suicide Risk(DSR)
および臨床的危険評価 Clinical Risk Assessment(CRA)が含まれていたという。自殺リスク重篤
度は，SRS 評価基準によって定義される分類とかなり関連していたという。抑うつ，自殺観念
化，および自殺脅威の 7SRS 要素のうち，87%～100%の SRS 感度，54%からの 60%の特異性は，













  Marino, Maria del Carmen ら(1999)は，school dropouts にも関連するが，school attendance およ
び school refusal にも関連するものである。本論文は，school attendance において記載している。 
  Whitley(1999)は，1993～1996 年の 3 年間に集められたノースカロライナの 28 万 5805 人の高
校生からのデータを使用して，運動していない生徒に対して運動選手である生徒の教育的達成
度を調査研究している。男女と同様に白人と黒人についても運動選手の達成度を調べたという。








中途退学，雇用結果と関連するかを検討している。29 人の原級留置の生徒(RS 群)，50 人の成
績は低いが進級した生徒 (LAPS 群)，100 人の統制群を含む縦断的研究から，RS 群は後期青年
期の間に比較的貧弱な教育的結果と雇用結果の可能性が大きくなるという証拠が得られたとい
う。特に RS 群は LAPS 群と比較すると，11 年生の終わりに比較的低水準の学習上の適応状態
となり，19 歳で高校中退となるかもしれず，20 歳までにほとんど卒業証書を得られず，中等教
育後の教育を受けることがほとんどなく，比較的低い教育雇用状態率となり，１時間当たりの








  McNeal, R.B.Jr.(1999)は，文化的社会的な資本の概念を用いて，科学的達成のような認知的成
果や，怠学や中途退学のような行動上の結果への親の関わり合いの様々な効果がなぜあるべき
なのかに対する理論的枠組みを提供しようとしている。1988 年に始まりその後 2 年毎に追跡調
査が行われている 8 年生の国家的に代表的なデータベースの国家教育縦断研究からのデータが，
二つの異なった実例を作り出しているという。最初の例では 11,401 人の生徒の成績と怠学のデ






  Wood,S.J.と Cronin,M.E.(1999)は，卒業後の結果に焦点を合わせながら，情緒的行動的障害
(EBD)のある生徒の追跡調査研究の文献との関連を調査研究している。追跡調査から，EBD の
生徒に対する変遷と卒業後の結果の見解が得られたという。調査では，大きな集団として見た
場合に障害のある若者をその一部として EBD の調査研究をした 22 件の追跡調査研究を見出し
















されたデータから，389 人の IDU の履歴のある AA の成人が IDU の履歴のない 2,253 人の成人
の近所に住んでいることが分かったという。大学には進学しなかったが高等学校卒業資格を受
けた AA に対する中途退学者の薬物使用の相対的危険率を多重回帰分析によって評価したとい
















を調査研究する必要があるとしている。平均年齢 16.6 歳のメキシコ系アメリカ人男子 376 人女
子 264 人と，平均年齢 16.7 歳の非スペイン語系白人男子 169 人女子 149 人，身分の高いメキシ


































  Obasohan,A.N.(1999)は，58 人の中途退学した若者と 63 人のその教師から，中途退学に影響
を与え，中途退学の一般的認知に影響を与えるキーの関連要因への洞察を得たという。結果に
よれば，中途退学に影響を与える集団の間のかなり異なった認知が示されたと述べている。 









 3   school phobia に関する研究の概観 
 1999 年の school phobia をキーワードに持つ文献 9 件のうち，関連の考えられる 9 件について
概観することにする。ERIC では見あたらず，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 9 件のうち
9 件を取り上げる。なお，国別では，英国が 1 件，アメリカ合衆国が 4 件，スウェーデンが１
件，オランダが 2 件，日本が 1 件である。 
  Elliott,J.G.(1999)については，school phobia にも関連があるが，内容的には school refusal を中
心として取り上げているので，school refusal において取り上げることとする。 
  Muris,P.ら (1999)は，Muris(1997)による情緒障害に関する児童の不安審査法改訂版
(SCARED-R)を取り上げているが，これは，DSM-IV に関連する子どもの不安障害の徴候を測
定する自己報告質問紙であるという。ここでは，8～13 歳の 674 人の普通のオランダ人の小学
生を対象として SCARED-R の因子構造を調査研究したという。普通の子どもを対象とすると
SCARED-R が単一次元測定であることを示し，この因子分析では 1 要因解法の方向に明確に示
されたという。因子は，パニック障害，全般性不安障害，分離不安障害，学校恐怖症，社会恐
怖，特定の恐怖症の 3 つのタイプであると述べている。 
 Birmaher B.ら(1999)によれば，情緒障害に関する児童の不安審査法 the Screen for Child 
Anxiety Related Emotional Disorders (SCARED)の精神測定的特性に関連する作業を反復し拡張
するために, 児童と親の自己報告を用いて不安障害の児童を選別したという。9～18 歳の外来
の青少年と 166 人の親の新しい症例に SCARED の 41 項目の版が行われたという。内部の一貫
性, 判別式, および集中的な正当性が評価されたという。さらに, 判別式機能分析を用いて, 
SCARED のより簡潔な版が開発されたという。41 項目の版に関する項目分析と因子分析を用い
て, 5 因子が得られたという。これらの因子は，パニック身体的,全般性不安, 分離不安, 社会恐
怖, および学校恐怖症であったという。一般に, 子どもと親の SCARED に対する総点と 5 因子
それぞれは, 不安障害, うつ病性障害，崩壊性障害，及び不安障害内の内部の一貫性と判別式










投与を 3 週間，25mg の投与を 3 週間行った 6 週間の治療処置の後に現れたという。フルオク
サミンと他の選択しているセロトニン再取得抑制剤は行動療法が様々な理由で実行可能でない
時に特定の恐怖症に関して適切であるかもしれないと述べている。 






療された 2 人の患者(45 歳の男性と 23 歳の女性)のケースを論評では簡潔に引用している。 
  Van Tilburg,M.A.L.ら(1999)は，健康状態，気分，認識，唾液ヒドロコルチゾン，および 18


























  Tomoda,A.ら(1999)は，学校恐怖症と睡眠障害のある患者に対する平均 7.8 ヶ月の長期の外因
性のメラトニン治療について調査研究している。メラトニン治療は，他の障害がなく生理的リ
ズム障害に対する愁訴と不眠症の徴候のある 9～18 歳の 30 人の患者に行われたという。患者は
27 人の健康で年齢的に一致する統制群と比較されたという。血漿内での 5-S システインドーパ
レベル，皮膚の色素，思春期の状態ではいずれの群でも変化は見られなかったという。メラト
ニンは睡眠障害には効果があるように思われると述べている。 
  4  school refusal に関する文献 
 1999 年の school refusal をキーワードに持つ文献 13 件のうち，関連の考えられる 11 件につい
て概観することにする。ERIC では 1 件もなかったが，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，
13 件のうち 11 件を取り上げる。なお，国別では，英国が 1 件，アメリカ合衆国が 6 件，メキ















































ると，3 つのうち 2 点および身体愁訴でかなり高得点を報告したと述べている。 




































 Ⅲ おわりに 
 1999 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる
研究では，アルコールや薬物使用，暴力や犯罪等との関連と登校あるいは中途退学に関する文
献が多く見られた。国別では，アメリカ合衆国が多いが，オランダの文献が今年はこれまでよ
りも多く見られた。昨年見られた KIDS COUNT Data Book のデータを元にした文献が今年も見
られたが，その中で不登校率及び未就労率の減少を昨年に続いて取り上げているのが注目され
ることである。数値としては高いが，日本では依然増加傾向であるのにアメリカ合衆国の国家
規模では 1996 年，1997 年と減少してきている。 
 近年日本では，school counselor が導入されてきており，不登校研究との関連も間接的に本論
文中でも取り上げてきているが，文献数としては 2,3 件を推移し多いとはいえない。school 
counselor での検索では ERIC では 48 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 81 件あり，これ
自体としては本研究とは別に目を向けていきたい。 
 DIALOG データベースでの 1999 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 5 件，
school dropouts に関する文献が 6 件，school phobia に関する文献が 0 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 49 件，school dropouts に関する文献が 36 件，school phobia に関する文献が 9 件，school 
refusal に関する文献は 13 件であった。1999 年の検索文献総数は 118 件でありこのうち 68 件に
ついて取り上げた。検索文献件数は，一昨年 101 件，昨年 95 件であったのが今年は増加してい
る。経年変化については，1990 年代の区切りになる 2001 年以降にまとめるが，増減について
は注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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